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実験 室内 で の 日 本 産 表 族 の 冷血 動物 吸血 性 に つい て * 
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Abstract 


A study was made to test for host preferences of sixteen Japanese mosquitoes on 
either cold- and warm-blooded animals. Five species of snakes, one lizard, one trutle, 
three frogs, one newt, chicks and mice were exposed separately to a total of 12,220 
hungry female mosquitoes in the breeding cages (20x20x30cm) under a semi-natural 
condition during the period of June to September, both in 1967 and in 1972 in the 
district of Nagasaki. 

The results showed that females of Culex infantulus fed readily on frogs, snakes, 
lizards and turtles as well as chicks and mice. Uvanotaenia bimaculata and Culex 
hayashii fed readily on only frogs. Culex kyotoensis, Culex pallidothovax, Culex vorax 
and Orthopodomyia anopheloides whose natural feeding preferences had been known 
poorly, fed readily on chicks but did on neither reptiles nor amphibians. Although 
they had been known as the mammal-bird feeder, considerable numbers of Culex 
pipiens pallens, Aedes albopictus and Aedes togoi fed on both snakes and frogs in the 
breeding cages. Tripteroides bambusa fed readily on chicks and mice, and also 
relicutantly on snakes and turtles, but did not feed on frogs. Aedes vexans nipponit, 
Culex tritaentorhynchus sommorosus and Armigeres subalbatus, which had been known 
as the zoophilious, fed readily on mice and chicks, and also relicutantly on snakes, 
turtles and/or frogs. Anopheles sinensis and Aedes japonicus fed readily on chicks and 
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mice but did not feed on both reptiles and amphibians. None of the mosquito species 


tested did feed on newts.* 
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目 然 界 に お ける 貞 の 吸血 源 を 明らか に する こと は 
各種 山 の 病原 体 伝搬 の 疫学 と 密接 に 関係 し 重要 な こ 
と で ある . し か し な が ら 我 が 国 に 棲息 し て いる 岐 の 
内 , 吸血 習性 が 明確 に され て いる 種 は 僅か で , 全く 
不明 な 種 も 多い . 恐らく 冷血 動物 を 吸血 源 に し て い 
る と 思わ れる 軸 に コガ タク ロウ スカ Culex (Neocu- 
lex) hayashii Yamada, Y 5 v 7 7+ Culex 
(Lophoceraomyia) rubithoracis Leicester 及び フタ 


クロ ホン チビ カ Uranotaenia bimaculata Leicester 


Dill 


な ど 数 種 が 知ら れ て いる が , 著者 の 知る 限り , Arlt 
動物 を 吸血 する 青 に 関し て は 詳細 な 研究 が な く , Il 
FH (1917, 1935), 佐々 , 浅沼 (1943) の 断片 的 な 
記録 が ある に すぎ な い . 著者 は そこ で , 自然 界 で 各 
種 の 山 か が ど の 様 な 動物 を 吸血 源 こ し て いる か 知る た 
め の 第 1 段階 と し て , 数 種 の 遇 を 実験 室 で 飼育 し , 
絶食 させ た 敗 に 種々 の 動物 , 特に 冷血 動物 を 与え , 
室内 で の 投 の 吸血 嗜好 性 を 観察 し , 若干 の 典 味 ある 
知見 を 得 た の で 報告 する . 


実験 材料 及び 方 法 


実験 に 供し た 役 は 長崎 市 近辺 で 主として 4 PTR 

(LUDA ERE LL. 飼育 羽化 させ て 得 た 下記 の 16 種 12,220 

個体 の 雌 成 上 貝 で ある が , 中 に は 成虫 を 採集 し 産卵 させ 

飼育 羽化 させ た も の も ある . 

シナ ハマ ダラ カ Anopheles (An.) sinensis Wied. 

キン パラ ナガ ハン カ Tripteroides (T.) bambusa 

(Yamada) 
フタ クロ ホン チビ カ Uranotaenia bimaculata 
Leicester 

ハマ ダラ ナガ スネ カ Orthopodomyia anopheloides 
(Giles) 

ヤマ ト ヤ ブ カ Aedes (Finlaya) japonicus 

(Theobald) 

トウ ゴウ ヤブ カ Aedes (Finlaya) togoi 
(Theobald) 

ヒト スジ シン マカ Aedes (Stegomyia) albopictus 
(Skuse) 

キン イロ ヤブ カ Aedes (Aedimorphus) vexans 
nipponii (Theobald) 

オオ クロ ヤブ カ Armigeres (Ar.) subalbatus 
(Coq.) 

トラ フカ クイ カ Culex (Lutzia) vorax Edwards** 

コガ タク ロウ スカ Culex (Neoculx) hayashii 


Yamada 
フト シン シマ フサ カ Culex (Lo phoceraomyic) 
infantulus Edwards 
キョ ウト クン ヒゲ カ Culex (Culiciomyia) 
kyotoensis Yamaguti 
アカ クシ ヒゲ カ Culex (Culiciomyia) pallidothorax 
Theobald 
アカ イエ カ Culex (Culex) pipiens pallens Coq. 
コガ タ ア カイ エ カ Culex (Culex) tritaeniorhynchus 
summorosus Dyar 
吸血 源 に 使用 し た 冷血 動物 は 次 の 10 種 で いずれ も や 長 
崎 市 周辺 で 捕獲 し た も の で ある . 
SE 
ヤマ カ ガ ン Natrix tigrinus (Boie) 
ンマ へ ビ Elaphe quadrivirgata (Boie) 
FARK Elaphe climacophora (Boie) 
ジム グリ Elaphe conspicillata (Boie) 
カナ ヘビ Takydromus tachydromoides (Schlegel) 
クサ ガメ Geoclemys reevesii (Gray) 
WE 
ニホン ヒキ ガエル Bufo japonicus Schlegel 
ヌメ マガ エル Rana limnocharis Wiedman 


ツチ ガエル Rana rugosa Schlegel 


* In preparing this manuscript I have observed five females out of 13 Culex hayashii feeding 


upon a newt in the cage. 


** Bram (1967) は 本 種 を Culex (L.) halifaxii Theobald 1908 の シノ ニム と し て 取扱 っ て いる . 
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イモ リ Triturus pyrrhogaster (Boie) 

比較 する た め に 使っ た 温 血 動物 は に ヒ ョ ュ (生後 20~ 
30H) と 実験 用 の マウ ス で ある . 

吸血 実験 は 羽化 化 7 日 か ら 10 日 間 綿 に 湿 め ら せ た 約 
5 の 落 糖 水 を 与え て 飼育 し た 同一 種 の 骨 HED A) 
約 50 個 体 を ナイ ロン ケー ジ (20x20x30cz の 針金 の 
梓 を ナイ ロン 布袋 に 入れ 一 方 を 袖 に し た も の Fig.6) 
に 移す . この ケー ジ の 中 に 吸 面 源 に する 冷血 動物 を 
ー 史 その まま の 状態 で 放す . た だ し スマ ガエル と ツチ 
ガエル は 実験 中 の 骨 を 捕食 させ な いた め 後 脚 を ゴム バ 
ンド で くく り 自 由 に 跳べ な いよ うに し て , 4 底 同 時 に 
ANS. マウス と ヒ ョ ヨ ュ は 実験 開始 直前 に 少量 の ネン 


ター ル (Nembutal Sodium) で 礎 要 させ 金網 に 入れ 
る . 麻酔 は 3, eS ae RL 
7 時 に 開始 し 翌朝 8 時 に 終了 する が , AMAA PEO RC 
Wagener Age な っ た . 実験 中 
FAROR MITE, 誘引 状態 な ど を 観 祭 し た . 実験 終 
了 後 直ちに 吸 面 個体 を 吸虫 管 で 取出 し , 満腹 吸血 , 中 
程度 以下 の 吸血 個体 を 区 別 し 記 録 し た . 以上 の 実験 は 
1967 年 6 月 か ら 9 月 as 6 月 か ら 9 月 に か け て 長 
崎 大 学 医 学部 SS 1 E 
269 回 お おこなっ た . "Ed Wel = €, ARIE 
期間 中 の 月 然 条 件 下 と ほぼ 同様 で 
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1. fma mL. 

16 種 6,620 個 体 を 6 FAO IE HR ERI HEN 1350 L 
た 結果 , 第 1 表 及 び 第 4 表 に 示す 様 に アカ イエ カ 713 
個体 中 217 (30.4725 個体 が 吸血 し 最も 高い 吸 面 率 
を 示し た . 次 いで ヒト スジ シン マカ 176 個体 中 , 50 
(28.47%) iin. Stee 808 個体 中 , 
225 (27.8%) Im. M v7 5-07 1,052 個体 
rh, 184 (17.5%) 個体 上 吸血 し , キン ペラ ナガ ハン 
gr 108%), の ガメ アカ イラ カカ 315. オオ キノ 
ロ ヤ ブ カ (0.38%) も 僅か で は ある が 吸血 し た . し か 
lU up aV Aq UE TM acce Ee の が や ラナ 
DARD Cake RC. Qe S pU. rap Ses 
ロウ スカ , キョ ウト クシ ヒゲ カ , アカ クシ ヒゲ カ は 全 
く 吸 面 し な か っ た . よく 吸 面 し た アカ イエ カ , ヒト ス 
ジン マカ , フト シマ フサ カ , トウ ゴウ ヤブ カ は 実験 に 
用 いた いずれ の 服 虫 類 か ら ゃ 程度 の 差 は あっ た が よく 
吸血 し た . コガ タ ア カイ エ カ は アオ 大 将 か ら ょ よく 吸 血 
し た が 他 の 冷血 動物 か ら は あま り 吸 面 し な か っ た だ た. と 
トス ジン マカ は よく 吸 箇 し た が 満腹 し て いな い 個 体 が 
多かっ た ,. オオ クロ ヤブ カ , キン イロ ヤブ カ な ど は 吸 
血 し よ ょ うと する 姿勢 は 見 ちら れる が 冷血 動物 の 皮膚 に 史 
を 差し 入れ る こと か 出来 な い 場 合 が 多かっ た . シナ ペー 
マダ ラ カ な ど 和 全く 吸血 し な か っ た は 誘引 きれ る こと 
な く 吸 面 し よう と する 様子 も 観 容 さ れ な か っ た . 


2. TERRI Lx 


第 2 及び 4 表 に 示す 様 に 16 種 2,543 個体 が 延べ 64 
回 に わた っ て 4 種 の 両 棲 類 に 蝶 さ れ た 結果 , コガ タク 
ロウ スカ が 星 類 に 鋭敏 に 誘引 され 95 個 体 中 60 個 体 , 
63.2 を が 吸 箇 し た . フト シマ フサ カ も 可 成 り ょ く 誘引 


され 224 個体 中 , 69 個体 。 30.8 錠 吸 血 し た . 他 に クラ 
a EE Ke er IR SU 
キン イロ ヤブ カ , アカ イエ カ も 僅か に 吸血 し た が 他 の 
種 は 全く 吸血 行動 が 見 られ な か っ た . ヒキ ガエル は 動 
作 が 緩慢 で 充分 吸 箇 させ る が 他 の ヵ カエ ル は 落ち 府 か ず 
充分 吸血 を 許さ き な い 場合 が 多かっ た . th, コガ タ 
クロ ウス カ 及 び フ トシ マフ サカ は 何 回 か 中 断 し な が ら 
満腹 に 吸 箇 し た .、 イ モリ か らち 吸血 し た 麗 は 全く 見 られ 
た か っ た 。 久 ユカ メス クロ ウス カカ 。、 ツメ タク グ クモ ホン チビ カ 。 
フト ンマ フサ カ は 時 の 秀 食 に な る 個体 か が 少ない が , オ 
オク ロ ヤ ブ カ , シナ ハマ ダラ カ な ど 牌 類 を 全く 吸血 し 
な か っ た BULEO 餌食 に な る 個体 が 目立っ て 多かっ 
SN 


3. ヒヨコ 及び マウ ス か ら 吸 血 し た 山 

自然 界 で の 吸血 源 動 物 が あま り わ か っ て いな い 由 フ 
A ara SP, weed E e, mv 
AD BRAD HUS. see CB. キョ アル 1 
クン ヒゲ カ 、 アカ クン ヒゲ カ を 温 血 動物 に 蝶 し た 結果 , 
ハマ ダラ ナガ スネ カ 68 個 体 中 17 (25.072) 個体 , トラ 
フク カイ カ 56 中 24 (42.9%), キョ ウト クシ ヒゲ カ 320 
中 8 (2.5%) アカ クシ ヒゲ カ 70 中 11 (15.7%) 個体 
が いずれ も ヒ ヨ ュ か ら 吸 箇 し た が マウ ス か ら は 全く 吸 
血 し な か っ た . 冷血 動物 を よく 吸血 し た フト ンマ フサ 
カ は ヒ ョ ヨ ュ か ら 355 中 42 (12.1%) 個体 , マウ ス か ら 
148 中 8 (5.4%) 個体 吸血 し た . HEA Rift Lee 2 r a 
Ee E 

FEH ee rb ee SE ARTF 
EE 
で も 高 率 に 吸血 し た 。 
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野外 実験 室 (長崎 地方 の 6 月 か ら 9 月 の 自然 条件 
Fi で 小さき い ケ ー ジ に 入れ た 餅 僚 状態 の 骨 に 蛇 , f, 
峠 な どの 冷血 動物 を 蝶 し た 場合 , 

1. よく 吸 面 する 敗 : フト シマ フサ サカ, Gi aum 
E E, kee, トウ ロウ ヤッ 
32. 2. (EAs CLA 5d d smi キン ペラ ナガ へ 
VA, FA Dae FIER aa gc reque. キン 
イロ ヤブ カ , オオ クロ ヤブ カ . 3. Se Ritt Sc AR 
ATSR T go dO CLOS) omes ツキ マト ギヤ ギン 
He トラ マブ ズブ カ クイ WR, キュ ウト クシ ロケ ゲカ 。 デカ クシ 
ヒゲ カ に 区 別 き れる . 

以下 今回 の 実験 結果 か ら , 多く の 研究 者 の 意見 を 参 
考 に し て 自然 界 に お ける 各種 山 の 冷 血 動物 吸血 性 に つ 
いて 考察 を すす め た い . 


1 イエ カ (Culex) 類 の 冷血 動物 吸血 性 


フト ンマ フサ カ C. CL.) infantulus は 東南 アジ アァ 
に 広く 分 布 し て いる 普通 種 で ある が 吸血 習性 に 関し て 
は 全く 記録 が な い . 最近 伊藤 寿美 代 井 二 上 (私信) は 
本 種 を 室内 で 温 血 動物 か ら 吸 血 さ せ , 累代 飼育 に 成功 
し て いる . 今回 の 吸血 実験 に よる と 本 種 は 蛇 , カナ へ 
C, & 峠 な どの 冷血 動物 に も ふ ヒ ョ ュ , マウ ス な どの 
温 血 動物 に も 同様 に よく 誘引 され , 吸血 し て いる . 室 
内 で は 羽化 後 10 日 頃 か ら 吸血 和 欲 が で て , 雄 の スワ ー ム 
が 見 られ , 受精 率 も 上 が っ て くる . 著者 は 主として 
ヤマ カ ガ ン と クサ ガメ を 吸血 源 に こし て 昌 代 飼育 (10 月 
10 日 現在 6 世代 ) し て いる . ERL D bee OAH 
ん で 吸 箇 する よう だ が 特定 の 蛇 を 好 ん で 吸血 する こと 
は な いよ うに 思わ れる . WRiMOBOAWMeelLANS 
部 位 も 特に 定まっ て な く 背 中 か ら 吸 血 す る 場合 が 多 か 
っ た . 麻酔 され た ヒ ョ コ を 吸血 する 場合 , 毛 の 少な い 
A, 喘 の 周辺 な ど に 集まっ て 吸血 する . 吸血 時 刻 も ケ 
ー ジ 内 で は 朝 多 特に 定まっ て 吸血 する こと な く 昼 間 で 
も よく 吸血 する . 蛇 か ら 満腹 に 吸血 する 時 間 は 3 分 旋 
至 10 分 で , ヒ ョ ュ の 場合 は 少し 早く 3 分 乃至 8 分 だ っ 
た . 自然 界 で の 本 種 の 吸血 嗜好 性 は 全く 不明 だ が , 人 
A. 和牛 豚舎 な ど で は めった に 見 か け な い こと か ら , 野 
性 の E, 蛇 , 時 類 か ら 吸 血 し て いる と 考え られ 
5. 本 邦 か ら 本 種 と 近 縁 種 ア カン ノ フ サカ と . L.) 
rubithoracis (Leicester) ハラ オビ ブフ サカ C. (L.) 
cinclellus Ed. クロ ツノ フサ カ C. (L.) minor 
(Leicester) が 記録 され て いる が 吸血 源 は あま り ょ 


Ex 


くわ か っ て いな い . 山田 (1982) は アカ ツノ フサ カ 
は 星 か ら 吸 血 し て いる と 記録 し て いる の に 反し , 
Colless (1959, 1965) は マレ ー で は アカ ツノ フサ 
FEAL, 鳥類 を 吸血 し , 稀 に は 人 問 を も 35 
lub QUE. SLA oak oH DRO で cL 
fraudatrix (Theobald) は マレ ー で は 主 に 鳥類 か ら 吸 
血 し て いる こと が 沈降 反応 で 確認 され て いる . 

ツノ フサ カ  CLophoceraomyia) RCA fli a 
ー ス トラ リア , ニュ ー ギ ニア 及び 東南 アジ アァ から 約 80 
種 が 記録 きれ て いる が 成虫 の 習性 に 関し て は 不明 な 京 
が 多い . 森林 本 の 種 が 多く , 主として 森林 内 OB 
XH, 貴 乳 類 を 吸血 源 に し て いる と 考え られ て いる が , 
Colless (1965) に よる と C.(L.) reidi Colless の 様 
に マレ ー の 海 湖 近く の = ニッ パャ ヤン 内 で 発生 L, 
人 を は ば げ し く 問 5 種 や ,、 オー スト ラリ ア で は Marks 
(1960) は 本 亜 属 の 或 る 骨 ( 種 不明 ) が 野外 で 星 (green 
frog : Hylacaerulea) と 人 間 , 馬 を 同時 に 吸 面 する 
様子 を 観察 し て いる . 著者 も フィ リピ ン の バラ ベッ タク 
Esc 1970 年 2 Fic, ニッ パ ヤ ン の 林 で 昼間 C. dL.) 
redi (OB HI Es 以上 の 様 に 本 
3t EC. A, SIO 吸血 源 は 同一 種 で あっ て も MY 
の みな ら ず 冷血 動物 な ど 多種 多様 で ある と 考え られ 
る 。 

コガ タク ロウ スカ C. (N.) hayashü は 山田 
(1917) に よっ て 本 邦 よ り 最 初 に 記載 され , 同時 に 自 
然 界 で 時 を 吸血 源 に し て いる こと が 確認 され , DE 
AAA PCM in SRE UCM AWA, 今回 の 実 
験 で も 与え た 冷血 動物 の うち 3 種 の 峠 を いずれ も よく 
吸血 し た . 時 を ケー ジ 内 に 静か に 入れ る と コガ タク ロ 
ウス カ WERO は 急 に 落ち 着き が か なくなり , SÉ 
引 さ れる . この よう な 様子 は 本 種 を 温 血 動物 に 蝶 し た 
場合 に は 全く 見 られ な か っ た . 実験 に 用 いた 個体 数 は 
少な い が イ モリ, WERL Can, マウ ス か ら は 全く 吸 
血 し な か っ た . し か し イ モリ, 蛇 類 か ら 吸 血 す る 可能 
性 は 充分 考え られ る . VARA Neoculex) di Ech 
は 世界 各地 か ら 多 数 記録 きれ て お り , いずれ も 清水 の 
谷川 , 山 脚 水田 , 沼 な ど 冷 血 動 物 と 共に 棲 委 し て いる 
こと か ら 冷 血 動物 を 専門 に 吸 血 し て いる と 想像 され て 
いる . 

北米 の Culex CN.) apicalis Adams, Culex CN.) 
territans Walker 及び Culex (N.) boharti Broo- 
kman & Reeves は HAR Che, te, 亀 な どの 冷 
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血 動物 を 吸血 源 に し て いる こと が 確認 され て いる 
(Marks, 1915; Matherson, 1966; Murphey 
et al., 1967). 本 邦 か ら は コガ タク ロウ スカ の I 
i Oz C. CN.) rubensis Sasa and 
Takahashi カギ ハン ウス カ C. (N.) brevipalpis 
(Giles) オキ ナ ワ ウス カ C. CN.) okinawae Bohart 
が 記録 きれ て いる が 明 血 習 竹 は 全く 不明 で ある . 

アカ イエ カ C. CC.) pipiens pallens OD AIR CO 
吸血 源 は 和牛 , IS 懇 な どの 大 動物 より も むし ろ る 人間! 
鳥類 で ある こと は よく 知ら れ て いる . 本 邦 に 於 ける ア 
カイ エ カ が 冷血 動物 か ら 明 血 し て いる 事実 は 知ら な い 
z^, 実験 室 で は 蛇 , 亀 を 非常 に よく 吸 箇 する. IER 
か ら は 殆ど 吸血 し な か っ た . 満腹 に 吸血 し た 典 は 正常 
に 産卵 し , 世代 を 繰り 返す こと が 出来 た . ER BETS 
TATATA Cules (C. Ges molestus も 経 産 
MELT ATE ALTAR, 実験 的 に は 蛇 類 か ら よ く 吸 血 
ES 

Hayer (1961) は 北米 の マサ チュ ェ セッ チュ MC 
亀 , 蛇 な ど 馳 虫 類 を 陣 に し た トラ ッ プ で 47 回 採集 し , 
平均 1 回 に 10 匹 の C. pipiens を 採集 し 内 49 が 吸 箇 
個体 で あっ た と 報告 し て いる . 本 邦 で は 本 種 は 人 間 生 
活 と 密接 に 関係 し て 棲息 する た め , 常に 温 血 動物 に 接 
する こと が 出来 , 敢えて 冷血 動物 を 攻撃 する こと は な 
いと 考え られ る . 

コガ タ ア カイ エ カ C. (C.) tritaeniorhynchus 
se727zorosgs は 日 然 界 で 和牛 。 WT こと の 大 動物 を は Wei 
鳥類 , ANZ: Eom i 8 A & UR oCh LT, 
室内 で 冷血 動物 に 蝶 し た 場合 殆ど 反応 が な い が 少数 
AREA OM te. 野外 で 浴 血 動物 を 吸 面 し て いる 
事実 は 知ら な い が , 北米 の 本 種 と 形態 の みな ら す ず 生 感 
的 に も 非常 に よく 似 て いる Culex CC.) tarsalis 
Coq. は 自然 界 で も 僅か で は ある が MA DUE Un 
し た 個体 が 採集 さき れ て いる し , IS mS 
に し た トラ ッ プ に 可 成 り の tarsalis が 誘引 され て い 
る (Temppelis et al., 1967; Gunstream, et al., 
1971). | 

キョ ウト クシ ヒゲ カ C.(Culcio.) kyotoensis 及び 
アカ クン ヒゲ カ C. CCulicio.) patlidothorax の 両 種 
の 本 邦 に お ける 吸血 習性 は 殆ど わか っ て いな い . v 
TPC AU LX SBR Os Fe 
CU BC AT] を も 吸血 する よう だ が, 藤崎 地方 で 
は 両 種 と も ゃ も 人家, 畜舎 で も めった に 見 か け な い . E 

験 室 で は ヒ ョ コ を 吸血 し た が 冷血 動物 か ら は 全く 吸血 
し な か っ た . 本 亜 属 の 由 は 東南 アジ マ ア か ら 多 数 の 種 が 
記録 さわ れ て いる が か が , 吸血 習 件 に 関し て は 不明 な 種 が 多 


CL.) fuscans Wied. 


Colless (1959) iż v= TREBOR C. (Cul 
cio.) migropunctatus Edwards 及び C. (Culicio.; 
spathifurca (Edwards) iXx& LT 小鳥 & tei Lt 
いる こと を 沈降 反応 で 確 め て いる . 本 邦 に は リュ 
ウキ ュ ウ クシ ヒゲ カ C. (Culicio.) ryukyuensis 
Bohart, ヤマ トク シン シ ヒ ゲカ C. (Culicio.) sasai 
Kano et al. ERTAS 吸血 源 は 全く 不明 で あ 
is 

トラ フカ クイ カ C. CL.) vorax は 人 間 を 襲う こ 
と も めった に な く , 幼虫 は アカ イエ カ な どの 幼虫 と 
LES L, ARTS Be Tee EL OES 知ら れ て い 
る . 本 種 の 生態 は 阿部 0947) に よっ て 詳し く 観 察 き 
れ , BRA CRA RMR に し て いる と AMSAT 
いる . 本 実験 で も ヒ ョ ミュ か ら は 吸血 し た が 冷血 動物 
EE 
を 採集 し た こと が ある が か が, RR の 個体 が 多かっ 
た . ër 仙 帳 で も 吸血 し た 個体 を 採集 し た 
こと が ある .。 フィ リピ ビ ピン の パラ ワン 島 の 山 脚 で は 水 
“AA KE] に し た 届 帳 内 で し ば し ば 本 種 と 近似 種 C. 
の 吸血 個体 を 採集 し た . カタ 
イカ CLutzia) GR 主 と し 


て 小島 を 吸血 し , 冷血 動物 は 吸 面 湖 に し て いな いと 思 
われる. 
[ v7 (Aedes) 類 の 冷血 動物 吸血 性 


トウ ゴウ ヤブ カ Ae. (FO togoi は 海 近 本 で 北 は シ 
ベリ ア か ら 南 は タイ まで 広範 囲 に 分 布 し て いる . ER 
地方 の 和牛 , 豚舎 , 人 家 に 吸血 に 侵入 する が , ABD 
な い 無 人 島 に も 大 発生 し て いる こと が あり , 鳥類 な ど 
野性 動物 を も 明 血 源 に し て いる と 考え られる. MAU 
産卵 も 出来 る こと が 知ら れ て いる . 実験 的 に は 准 
ime, oCh, Ab xX < Ri LES IA. PES 
か ら は 僅か に 吸血 し た だ け で あっ た . 無人 島 な ど で 
im DRT SAAD BA, SEUR ENA 
外 に 蛇 . トカ ゲ な どの 冷血 動物 か — 性 も 
Ee SE ug eet waa xe dac 
(Ff) triseriatus (Say) dE Il DES ME L 
TUA enc ipei niri a 
eC. CENE Sq DeL ツマ トキ アカ aec ELS 
japonicus は 室内 で は 冷血 動物 を 全く 吸血 し な か っ た . 
本 種 は 春 に 多く , 時 々 森林 内 で 吸血 に 来る こと が あ 
Ds 

ヒト スジ シン マカ de. (Steg.) albopictus は 東南 
OO 
人 家内 , ^p. 豚舎 べ へ の 侵入 は 比較 的 少な い . AC 
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は あら ゆる 温 血 動物 が 吸血 源 に な り 得 る . 実験 的 に は 
冷血 動物 特に 用 貝 類 か ら ょ よく 吸血 し た . BEER Ob UE I 
し ょ うと 豊 い か か る が 殆ど 吸 箇 出来 な か っ た . シマ カ 
(Stegomyia) EEDS l eorr fec d se r, ift 
活動 が 見 られ る . 本 亜 属 の 代表 的 な 種 ,。 ネッ タイ シマ 
カ A, (Steg.) aegypti (Linn.) の 吸血 涯 と な る 動物 
は 多種 多様 で , McClelland (1963 う は アフ リカ の ケ ニ = 
テア で 採集 し た ネッ タイ シマ カ 131 個 体 中 97 個 体 が 人 及 
び 色 々 な 路 乳 類 を 吸血 し , 3318 DUB AA, 1 個体 が 
鳥類 を 吸血 し て いた し , Ae. Steg.) simpsoni(Theob. ) 
は 265 個 体 中 , 245 個 体 が 路 乳 類 , 20 AD SIR AA A 
それ ぞ れ 吸血 し て いた と 報告 し て いる . Woke (1937) 
は 実験 室内 で ネッ タイ シマ カ に 特 や Be, X Fox 
(1964) う は トカ ゲ を 与え て 吸血 させ て いる . 本 邦 の ヒト 
スジ ンマ カ も 自然 界 で 普通 は 温 血 動物 を 吸血 し て いる 
D, Bae X o TIRER Z b RMT S REE dE 
考え られる. 

キン イロ ヤブ カ Ae. (Aed.) vexans nipponü (ite 
崎 地 方 で は 5, 6 月 に 多く , P, 豚舎 に 吸血 に 飛来 す 
る が 年 に よっ て 発生 量 が 極端 に 異な る 場合 が ある . x 
内 で は , 実験 回 数 が 少な い が , 少数 が ヌ マ 時 と ヤマ カ 
3 cA bMitt te. 野外 で は あら ゆる 温 血 動物 が 吸血 
張 に な っ て いる よう だ が , Jr, 豚 な どの 大 動物 を 好 ん 
TRTA. 

今回 Ochlerotatus Rank に つい て は 実験 出 
来 な か っ た が , 北米 で は Ae. (の .) canadiensis 
(Theob.) 及び Ae (O.) atlanticus Dyar and 
Knab が 好 ん で 亀 を 吸血 する こと を 確認 し て いる . 
(Noan et al., 1965; DeFoliart, 1967 : Crans, 
1968). 
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シン ナ ハ マダ ラ カ An. (An.) sinensis (ip, Hi, 豚 
な どの 大 動物 を 好 ん で 吸血 する . 室内 で は 冷血 動物 に 
は 全く 誘引 され る こと な く , いづ れ の 冷血 動物 か ら も 
吸血 し な か っ た . 冷血 動物 を 吸血 する ハマ ダラ カ は 著 
者 は 知ら な い が , ニュ ー ギ ニア の ジャ ング ル 紀 棲息 す 
る An. (Cellia) lungae Belkin は 混 面 動物 だ け で 
な く 冷血 動物 も 吸血 源 に し て いる と 考え られ て いる 
(Belkin, 1962), 

キン パラ ナガ ハン カ Tript, (T.) bambusa は 長崎 地 
方 で は 幼虫 は 竹 , 樹 筒 に 普通 に 見 られ る が , mud 
WC 森林 内 で 時々 吸血 に 来る に すぎ な い . 竹林 に 隣 
接する ARCE 時 々 侵入 する が 稀 で , BEETH 
殆ど 発見 で き な い . 実験 的 に は URBE Ds DEE ik 


ee. BD 


ある が 吸血 し た . eaa, マウ ス か ら は よく 吸血 し 
e 

ハマ ダラ ナガ スネ カ Orth. anopheloides は 東南 アジ 
ア に 広く 分 布 す る が 成虫 の 習性 に 関し て は 殆ど 不明 で 
ある . AR, 畜舎 で も 又 幼 虫 が 発生 し て いる 森林 内 
で も めった に 吸血 に 来 な い . 実験 室 で は ヒ ョ ュ を よ 
く 吸血 する が 冷血 動物 か ら は 全く 吸血 し な か っ た . 
北米 の Orth. californica Bohart (X, 野外 の 中 語源 は 
不明 だ が , 室内 で ヒ ョ ュ , m, tt AoN イモ リ , 
トカ ゲ を 与え た 結果 ., ヒ ョ ュ の みか ら 吸 血 し た と の 報 
Zen, (Chapman 1964). 

フタ クロ ホン チビ カ Urano. bimaculata, チビ カ 
BORDA < U 森林 棲 で 両 棲 類 主 に 峠 を 吸血 する 種 
が 多く, 本 邦 の フタ クロ ホシ チビ カ $ も ARE COM 
血 源 は 幅 類 で あろ うと され て いる . し か し 実際 に 目 
撃 し た 記録 は な いよ う で ある . 実験 的 に は 両 棲 類 と 
bn 513 ERR nt 僅か 9 個体 が 時 か 吸血 
し た に すぎ な か っ た . 沿 温 血 動物 か ら は 全く 吸血 し 
な か っ た . AAA で の 吸血 源 は 星 類 と 考え られ る が 
沿 不 明 な 点 が 多い . 諸 外 国 の 例 を みる と チビ カ 属 の 
WO MRI AR, UPL, 両 棲 類 な た ど 多 種 多様 で 
Marks (1960) は オー スト ラリ ア 産 の Urano. 
albescens Taylar は ヒキ 種類 より 吸血 し て いる こ 
と を 観察 し , X Remington (1945) も 北米 の 
Urano. lowit 'Theob. が ヒキ 往 を 吸血 し て いる と 
ころ を 月 撃 し て いる . 一 方 Bancroft (1908) は E 
類 を 吸血 し て いる Urano. pygmaea Theob. を 観 
察 し て いる し , O'Gower (1960) は 沈降 反応 で 前 
述 の Urano. albescens か ら 馬 , カラ ス の 血液 を , 
Urano. nivipes (Theob.) か b“F, カラ ス の 血液 
を 検出 し て いる . Belkin (1956) は 北米 の Urano. 
anhydor Dyar は 抱卵 個体 は よく 見 か ける が 吸血 し 
た 個体 は めった に 見 か け な い こと か ら 本 種 は 吸血 し な 
い ERME?) の で は な いか と 述べ て いる . 上 記 
の 様 に チビ カ ヵ 属 の 帆 の 吸血 嗜好 件 は 複雑 で , EZR 5 
て いな い 様 に 思わ れる . 

オオ クロ ヤブ カ Ar. (Ar.) subalbatus は 牛 , 豚 な 
ど 大 動物 を 好 ん で 吸血 する . 長崎 地方 で は 春 , FICS 
く , 人 人 家 に も ゃ も 侵入 する . 実験 的 に は 蛇 か ら 少 数 が 吸血 
し た が 決し て 好 ん で 冷血 動物 を 吸血 する 様子 は 見 られ 
な い , 

以上 の 様 に 則 の 系 統 分 類 に 沿っ て 吸血 動物 嗜好 性 を 
見 た 場合 , 属 あ る い は 亜 属 で 可 成り は っ きり し た 特長 
が ある 様 に 思わ れる . 例え ば , Culex 属 の 一 亜 属 ウス 
カ CNeoculex) は 星 類 を 主として 吸血 する 種 が 多く , 
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EO Y 5 73  (Lophoceraomyia) 亜 属 は 温 

mabye d. E ez mh (Culex)  HETSUBELAH, 
EE Ze UE ES, La LEE d HORER 
条件 に よっ て 嗜好 性 に 可 成 り の 差 が 見 られ る . n. 
(Cellia) gambiae は 人 間 を 好 ん で 吸血 する 系 統 と 和牛 な 
ど 大 動物 を 好 ん で 奴 血 す る 系 統 が か ある こと は よく 知ら 
れ て いる . McClelland et al. (1963) は アフ リカ の 
ケニア と ウガンダ で 野外 か ら 採 集 し た ネッ タイ シマ カ 
の 血液 を 沈降 反応 で 検出 し た 結果 . ケニヤ で は 50 多 が 
WAL, 25252: 8 RFA CH oL, ウガンダ で 
は 殆ど が 中 乳 類 と 鳥類 で 席 虫 類 は 全く 検出 され な か っ 
た と 述べ て いる . 李 節 的 に 吸血 源 動 物 の ポ ビ ピュ レ ー ン シン 
ョ ソン の 変動 に 応じ て 芽 の 吸血 源 も 変化 を 余儀 な くさ れ 
5L, 本 来 の 吸血 源 が 少な く な っ た り , 生存 し な い 環 


結 


実験 室 (自然 温度 , WE, 日 長 ) で 1967 年 及び 
1972 年 6 H2» D 9 月 に か け て 長崎 市 近辺 で 採集 し た 16 
種 の 遇 12,220 個 体 を ナイ ロン ケー ジ (20x20 x 30cm) 
CANA 6f8 ONDE, 4 種 の 両 棲 類 と ヒ ョ ュ と マウ 
ス に 延べ 269 回 蝶 し 次 の 様 な 結果 を 得 た . 

1. フト シマ フサ カ は 野外 で の 吸血 性 は 全く 不明 だ 
が 実験 的 に は 蛇 類 , BRE, (B. 峠 類 の みな ら ず ヒ ョ ュ 
及び マウ ス か ら も ゃ も 進ん で 吸血 し た . 

2. コガ タク ロウ スカ は 性 類 に 強く 誘引 され よく 吸 
血 し た . フタ クロ ホン チビ カ も 星 類 か ら 吸 血 し た が , 
コガ タク ロウ スカ 程 強く 誘引 され な か っ た . WAL A 
EFOR D DeC Rit L TE 7. 

3. キョ ウト クシ ヒゲ カ , アカ クシ ヒゲ カ , トラ フ 
カク イカ 及び ハマ ダラ ナガ スネ カ は 野外 で の 成 血 源 は 
あま り よ くわ か っ て いな い が , 室内 で は ヒ ョ ュ を よく 


境 例 えば 離島 な どの 敗 は 予想 し 得 な い 動 物 を 吸血 源 に 
し て いろ る と 考え られる. XWanson & Nicolay (1937) 
[$B ACA HO Culex fatigans は 吸血 の 嗜好 性 が 継 代 
を 重ね る に し た が っ て 変化 する こと を 指摘 し て いる . 
山 が 吸血 源 動物 に 誘引 され る 要因 は いろ いろ 芳 え ら 
れ て いる が , 中 で も 動物 が 排出 する 炭酸 ガス と 温度 が 
重要 と され て いる . 本 実験 は 長崎 地方 の 6 月 か ら 9 月 
下旬 に か け て の 自然 条件 下 で お こ な わ れ た が , 実験 期 
間 中 の 気温 と 吸血 と の 関係 に つい て は 特に 注目 し な か 
っ た . 今後 吸血 性 と 気温 条件 と の 関係 や 自然 界 で の 吸 
血 嗜 好 性 に 関し て 調査 し て いく つも り で ある . KOR 
血 嗜 好 性 を 明らか に し て いく こと は 病原 体 の 伝搬 の 疫 
学 と 関係 し て 重要 で ある と 同時 に , obt Set 
て いく 上 に も る 大変 興味 深い 研究 で ある . 


吸血 し た . 冷血 動物 は 全く 吸血 し な か っ た . 

4, アカ イエ カ , ヒト スジ シマ カ 及 び ト ウゴ ウ ヤ ブ 
ヵ は 路 乳 類 , 鳥類 を 広く 吸血 する 種 で ある が , 実験 的 
ILERI, ある い は 両 棲 類 を も よく 吸血 し た . キン 
パラ ナガ ハン カ は ヒ ョ コ , マウ ス を よく 吸血 し , E 
生類 も 吸血 し た . 星 類 か ら は 全く 吸血 し な か っ た . 

5. 大 動物 を 好 ん で 吸血 する キン イロ ヤブ カ , コガ 
PIEAASAROZAG EVE WE Sate マウ スタ 
よく 吸血 し た が , PEO (RAE ud dd ue 
理 に 吸血 し た . 

6. シナ ハマ ダラ カ 及 び ヤ マト ヤブ カ は ヒヨコ , v 
ウゥ ス を よく 吸血 し た が , 冷血 動物 か ら は 全く 吸血 し な 
か っ た . 

7. イモ リ を 吸血 し た 骨 は 全く 見 られ な か っ た ず . 


稿 を 終る に 当り , 終始 ご 指導 , ご 助言 いた だ いた 大 森 南 三郎 名 準 教 授 , 和田 義人 教授 , 及び 


辺 本 増 久 助教 授 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る . 


* 本 論 父 校正 中 , 実験 中 の ュ スガ タク ロウ スカ 雌 13 匹 中 5 匹 が イモ リ を 吸血 し た . 
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Figs. | —3. Culex (Lophoceraomyia) infantulus Edwards feeding upon a snake Natrix tigrinus(1), 


upon a chick(2), and a turtle Geoclemws reevesii(3) in the cage. 
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Fig. 4. Culex (Neoculex)hayashii Yama- 
da feeding upon a frog, Bufo 
japonicus in the cage. 

Fig. 5. Aedes(Finlaya) togoi (Theobald) 
feeding upon a snake, Natrix 
tigrinus in the cage. 


Fig. 6. Mosquito cage (20 x 20 x 30cm.) 


used for host feeding preference 
experiments with mosquitoes 


and a frog. 


